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忘れられがちでした。しかし「知る人ぞ知る」で、 1993年に出版された E.N. Parkerの
"SpontaneousCurrent Sheets in Magnetic Fields”の p.329には先駆者の一人として1949年
の宮本の論文がちゃんと引用されています。
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"very good paper ！”と良く覚えておられ、その観測がここ（花山）でなされたと言うと、大層
感銘を受けておられた様子でした。
McMath, R.R., and Petitt, E., ApJ 85 (1937) 279 
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F!G, L T訴を coronalcondensation. Sketeh and photometric calibration were m誌長号 within
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FIG. 3. Ask晋tchof the lop syFtem in the condei糊 tion.
5 Feb.1962日食で撮影されたコロナ濃密構造 Tsubaki (1966）のループ構造モデル
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5 Feb. 1962の皆既日食で撮影された彩層の閃光スペクトル
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まっているかを調べることでした。その為、コロナ輝線のスペクトルを 22 0 k mという従来に
ない高分解の高さ変化で、光球上約1,000kmから約10,000kmまで撮影しました。分光器はコロ
ナ輝線用に低分散19A/mmで3,700A～8,100Aの波長領域をカバーするスロット分光器とし、望













て、光球彩層間の温度反転領域の構造も調べました。 (Kurokawa et al., 197 4) 
Kanno,M., Tsubaki,T., Kurokawa,H.:1971, Sol Phys. 21, 314 
Tsubaki,T., Kurokawa，日.， Kanno,M.:1971, Sol Phys. 21, 305 
Kurokawa,H., Nakayama,H., Tsubaki,T., Kanno,M.:1974, Sol Phys. 36, 69 
(3) 1973年6月30日モーリタニア・アタール皆既日食（神野、椿、黒河）
この遠征観測は 19 7 0年メキシコ日食と同じテーマを、より観測精度を上げて研究するため
に実施されました。最高気温46度の熱砂の砂漠で、史上最悪環境の観測でした。
主.1 .：..•耐と…·－－－…－＂~弘~主J紘一一一回空間忽止」想：


















(4) 1 9 8 0年2月 16日ケニア・マリンジ皆既日食（斎藤、黒河、荻町）
この日食では、新しく開発された4連単色像望遠鏡によって、従来になかった高分解のコロナ輝
































Hanaoka,Y., Kurokawa，日.， Saito,S.:1986, Solar Phys. 105, 133 











（約7分）の日食でした。 19 7 6年以来の4連望遠鏡の焦点面を一新して、 8チャンネルのコ
ロナ単色像撮影装置を開発しました。従来のモータドライブ写真カメラ 5台で、 FeX6374,
FeXN5303, CaXV5694, Hα、6100連続光の4単色像をとると同時に、新しい試みとして、高
感度SI Tカメラ 1台、 NH K技研の開発したHAR P高感度カメラ 2台を取り付けて合計8台
のカメラで観測しました。快晴に恵まれて、これまでの中で、最も分解能の良い写真が得られま
した。この結果、 20 0万度と 10 0万度のコロナループは、同軸ではなくそれぞれ違うループ
であることがはっきりしました。しかし同時に、これらの温度ルーフは隣り合って存在している
ことが多いこともわかりました。
Takeda,A., Kurokawa,H., Kitai,R.,Ishiura,K.:1993, Proc. of IAU Colloq. 144, p7 







観測成功直後の記念撮影 11 July, 1991日食で得られたコロナ
の微細ループ構造
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